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６
月
定
例
会

６
月
４
日
～
20
日

●市道8－1742号線（内原下川原線）
　道路改良工事委託料　　1億4,700万円

●
第
二
中
学
校
基
本
設
計
委
託
料

２
０
０
０
万
円

　
第
二
回
定
例
会
に
お
い
て
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て
の
報
告
５
件
、
平
成
24
年
度
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、平
成
25
年
度
常
陸
大
宮
市
補
正
予
算
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
等
を
含
む
議
案
15
件
を
認
定
、
承
認
、

可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

こんなことを可決しました

　茨城県に工事委託しているもので、市が整備する延長680ｍ
の総事業費は、今回の補正額とこれまでに支出した額を合わせ、
約８億円になる見込みです。

　狭小の敷地の中での改築となるため、プ
※

ロポーザル方式とし、
平成29年度の完成に向けて進めていきます。

プロポーザル方式 … 主に業務の委託先や建築物の設計者を選定する際に、
　　　　　　　　　  複数の者に目的物に対する企画を提案してもらい、
　　　　　　　　　  その中から優れた提案を行った者を選定すること。

こんなことを可決しました

（御前山地域）

常陸大宮市
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分割付託とは … 一つの議案を各所管の常任委員会へ分けて付託すること。

平成25年第２回定例会議決一覧表

平成25年度補正予算

平成25年第２回定例会議決一覧表
議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第41号 平成24年度城北地方広域事務組合一般会計歳入歳出決算の認定について ※分割付託 認定

議案第42号 専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市税条例及び常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第43号 専決処分の承認を求めることについて
（平成25年度常陸大宮市一般会計補正予算（第１号）） 承認

議案第44号 常陸大宮市税条例及び常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第45号 市道路線の廃止について 可決

議案第46号 市道路線の変更について 可決

議案第47号 平成25年度常陸大宮市一般会計補正予算（第２号） 分割付託 可決

議案第48号 平成25年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 経済建設 可決

議案第49号 平成25年度常陸大宮市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 経済建設 可決

議案第50号 平成25年度常陸大宮市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 経済建設 可決

議案第51号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（富岡　佐野　絢子氏） 同意

議案第52号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（舟生　木村　孝𠮷氏） 同意

議案第53号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（野口平　諸澤　好一郎氏） 同意

議案第54号 常陸大宮市職員の給与の臨時特例に関する条例 可決

議案第55号 常陸大宮市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び教育長
の給与、勤務時間及びその他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例 可決

会　　計　　名 補　正　額 主　　な　　内　　容

一般会計（第2号） 2億6,580万円

・「NHKのど自慢」公開放送事業 235万円
・こども・子育て支援事業計画基礎調査委託料 280万円
・経営体育成支援事業費補助金 300万円
・林道橋梁点検診断委託料 1,400万円
・市道8-1742号線（内原下川原線）道路改良工事委託料

1億4,700万円
・第二中学校基本設計委託料 2,000万円

公共下水道事業特別会計（第1号） 9,170万円 ・償還元金

農業集落排水事業特別会計（第１号） 4,620万円 ・償還元金

簡易水道事業特別会計（第１号） 450万円 ・県道下檜沢上小瀬線配水管布設替工事設計委託料

平成25年度補正予算



4

常任委員会審査

Ｑ　
清
掃
総
務
費
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
負
担

金
は

Ａ　
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
硫
黄
酸
化
物
の
排
出
量
に
応
じ

負
担
す
る
も
の
で
、
城
北
地
方
広
域
事
務

組
合
の
環
境
セ
ン
タ
ー
に
係
る
過
去
分
を

含
む
支
出
で
す
。

Ｑ　
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
、
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
収
入

未
済
額
１
２
６
万
４
５
５
０
円
の
内
容
と

対
応
は

Ａ　
現
年
度
分
は
１
社
７
ヵ
月
分
、
過
年
度
分

は
２
件
で
過
去
２
年
度
分
の
未
納
で
あ

り
、
今
後
の
処
理
は
城
里
町
が
継
承
、
ま

た
現
年
度
分
の
未
納
額
に
つ
い
て
は
未
納

者
と
話
し
合
い
が
済
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　
ご
み
処
理
費
の
補
正
額
２
１
３
２
万
１
０

０
０
円
の
使
途
は

Ａ　
平
成
７
年
の
竣
工
以
来
、
改
修
を
行
っ
て

い
な
い
施

設
の
老
朽

化
に
伴
う

屋
外
壁
塗

装
防
水
工

事
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

の
改
修
工

事
で
す
。

Ｑ　
林
道
橋
り
ょ
う
点
検
委
託
は

Ａ　
山
方
地
域
９
、
美
和
地
域
11
、
緒
川
地
域

４
、
御
前
山
地
域
３
、
計
27
橋
を
、
目
視
、

打
音
検
査

な
ど
県
の

点
検
要
項

に
沿
っ
て
、

専
門
家
に

委
託
す
る

も
の
で
す
。

Ｑ　
県
補
助
率
10
分
３
の
経

※

営
体
育
成
支
援
事

業
で
市
内
の
農
業
振
興
へ
の
効
果
は

Ａ　
県
が
主
体
と
な
り
新
規
就
農
者
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
い
ち
ご
栽
培
等
、
そ
の
他

農
産
物
加
工
品
な
ど
６
次
産
業
へ
の
展
開

も
見
込
ま
れ
、
市
特
産
品
づ
く
り
へ
の
期

待
も
高
ま
り
ま
す
。

Ｑ　
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
の
借
り
換
え
は

Ａ　
市
が
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
と
認
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
過
去
に
借
り
入
れ
た
利

率
４
％
以
上
の
市
債
を
、
現
在
の
試
算
利

率
０
・
５
％
程
度
で
借
り
換
え
て
、
今
年

度
か
ら
償
還
す
る
予
定
で
す
。

スクールライフサポーター配置事業
（大宮西小）

美和地域の林道橋

Ｑ＆Ａ
質 答

問 弁Ｑ＆Ａ

総
　
　

務

経
済
建
設

Ｑ　子ども・子育て支援事業計画基礎調査委託料のアンケート内容は外
部または市独自のものか

Ａ　厚生労働省から素案が示され、その内、市の実情に合わない文言の
みを修正し、０歳から小学４年生までを対象に実施します。

Ｑ　スクールライフサポーターの選定方法は
Ａ　大学生、大学院生等の中から、不登校児童の解消および不登校を未

然防止するという事業趣旨に適任と思われる方を選考します。
Ｑ　第二中学校整備の基本設計委託はどのように
Ａ　プロポーザル方式を採用し、Ｈ29年度の完成に向け進めます。

文 教 福 祉

城北衛生センター

経
営
体
育
成
支
援
事
業 

意
欲
あ
る
経
営
体
、
新
規
就
農
者
、
集
落
営
農
組
織
の

農
業
用
機
械
の
整
備
等
を
国
が
直
接
支
援
す
る
事
業
。
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今回７人の議員が登壇し
さまざまな視点から市政を問いました。

金子　　卓  議員　…………………　Ｐ６

　　◇教育環境について
　　◇家族介護慰労金について

堀江　鶴治  議員　…………………　Ｐ７

　　◇ＴＰＰ交渉参加問題について　

大貫　道夫  議員　…………………　Ｐ８

　　◇人口予測と過疎地域対策

髙村　和郎  議員　…………………　Ｐ９

　　◇救急車出動の現状について
　　◇農地の維持・保全管理対策について　ほか

萩野谷　勉  議員　…………………　Ｐ10

　　◇一般質問のその後
　　◇新任部長としての抱負

柏　　宏明  議員　…………………　Ｐ11

　　◇市営墓地について

野上　台一  議員　…………………　Ｐ12

　　◇滞納対策について
　　　　　　　　　　　　　

市
政
を

問
う

一般質問

市
政
を

問
う

◆一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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一 問質般

・
道
の
駅
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、ま
た
、

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
質
問
し
ま
す
。

当
初
、

大
賀
小

学
校
の
入
学
予
定
者
は
12

名
で
し
た
。
６
名
が
指
定

校
変
更
を
し
学
区
外
に
転

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
年
生
の
指
定
校
変
更
者

は
５
名
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、

地
域
と
保
護
者
の
関
係
を

密
に
す
る
中
で
、
保
護
者

に
対
し
て
地
域
意
識
を
醸

成
し
、
高
揚
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

金子　　卓
議員

　
今
年
度
の
大
賀
小
学
校
の
１

年
生
は
、
わ
ず
か
に
７
人
で

す
。
５
月
25
日
、
大
賀
小
学
校

の
運
動
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
多
く
の
方
か
ら

驚
き
と
心
配
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
大
賀
小
学
校
の
児

童
数
は
６
年
生
が
23
人
、
５
年

生
が
28
人
、
４
年
生
が
19
人
、

３
年
生
が
26
人
、
２
年
生
が
13

人
、
そ
し
て
１
年
生
が
７
人
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ

た
の
は
少
子
化
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
中
学
校
の
統
廃
合
が

大
き
な
要
因
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
大
賀
小
学
校
の
状
況

を
、
市
教
育
委
員
会
で
は
想
定

す
。
大
賀
小
学
校
の
来
年
度
の

入
学
予
定
者
は
20
名
で
す
。
ま

た
、
平
成
27
年
度
も
20
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
教
員
の
質
や
学
校
教

育
の
質
を
向
上
さ
せ
、
特
色
を

持
っ
た
、
そ
し
て
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
、
他
学
区

へ
の
転
出
の
減
少
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
家
族
介
護
慰
労
金
の
平
成
24

年
度
の
支
給
実
績
と
要
綱
改
正

前
の
平
成
23
年
度
の
支
給
実
績

を
質
問
し
ま
す
。

平
成
24
年
度

の
支
給
者
は

47
人
で
３
２
４
万
円
で
す
。
平

成
23
年
度
の
支
給
者
は
１
２
１

人
で
６
８
５
万
円
で
し
た
。

　
福
祉
施
策
で
こ
れ
ほ
ど
の
激

減
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
制
度

の
改
悪
そ
の
も
の
で
す
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
に
支
給
実
績
が
激
減

し
た
の
か
説
明
を
求
め
ま
す
。

支
給
対
象
の

例
外
と
し

て
、
要
介
護
状
態
が
６
月
未
満

と
い
う
条
件
を
つ
け
た
こ
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
・
入
院
が
合
計

90
日
を
超
え
な
い
と
い
う
要
件

を
加
え
た
こ
と
の
二
つ
が
理
由

で
す
。

こ
の
制
度
を
な
く

す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
支
給
対
象
者
が
１
２

１
人
か
ら
47
人
に
激
減
し
た
こ

と
は
、
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
問
題
点
を
精
査
し
て
、

誠
意
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

その他の質問

大
賀
小
学
校
の
新
１
年
生
減
少
問
題

教
育
長
／
６
名
が
学
区
外
に
転
出

教
育
長

家族介護慰労金支給の
激減問題を質問

市長／問題点を精査

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

市
長

大賀小学校運動会
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一 問質般

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
交
渉
は
、
農
業
、
医
療
、

そ
の
他
雇
用
問
題
、
自
治
体
の

財
政
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
現

状
の
認
識
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

本
市
に
お
い
て

は
、
米
や
牛
肉
、

牛
乳
、
乳
製
品
の
生
産
額
が
、

そ
の
割
合
も
大
き
く
、
特
に
米

に
つ
い
て
は
、
生
産
者
や
作
付

面
積
が
大
変
大
き
い
こ
と
か

ら
、当
市
へ
の
影
響
は
大
き
く
、

農
業
収
入
の
減
、
営
農
意
欲
の

後
退
、
農
地
の
荒
廃
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
県
が
公
表
し
た

農
林
水
産
物
の
試
算
を
参
考
に

算
出
し
ま
す
と
、
本
市
で
影
響

を
受
け
る
と
思
わ
れ
る
の
は
や

は
り
米
で
肉
用
牛
を
中
心
に
生

産
額
と
し
て
は
48
億
円
減
少
す

る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
輸
入

品
と
競
合
し
な
い
と
考
え
ら
れ

る
高
品
質
の
農
業
生
産
を
振
興

し
、
農
産
品
の
付
加
価
値
を
高

め
る
６
次
産
業
化
な
ど
を
推
進

し
て
、
本
市
の
農
業
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
交
渉
が
進
む
中
で
、
非

関
税
品
目
と
か
も
含
め
て
医
療

関
係
に
も
影
響
が
出
て
く
る
と

思
う
が
。

安
倍
首
相

は
、
国
会
答

弁
で
も
国
民
皆
保
険
を
揺
る
が

す
こ
と
は
絶
対
に
な
い
と
の
べ

て
い
ま
す
。
日
本
医
師
会
は
、

国
民
皆
保
険
を
守
る
た
め
第
一

に
、
公
的
な
医
療
給
付
範
囲
を

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
こ

と
、
第
二
に
、
混
合
診
療
を
全

面
解
禁
し
な
い
こ
と
、第
三
に
、

営
利
企
業
、
株
式
会
社
等
で
す

が
医
療
機
関
経
営
に
参
入
さ
せ

な
い
こ
と
を
守
る
よ
う
政
府
に

求
め
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
け

る
影
響
で
す
が
、
日
本
医
師
会

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
よ
っ
て

公
的
医
療
保
険
制
度
を
揺
る
が

す
こ
と
を
懸
念
し

て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
混
合
診
療
が

全
面
解
禁
さ
れ
た

場
合
、
保
険
診
療

に
よ
り
一
定
の
自

己
負
担
額
に
お
い

て
、
必
要
な
医
療

が
提
供
さ
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

患
者
に
対
し
て
保

険
外
の
負
担
を
求

め
る
こ
と
が
一
般

化
し
、
患
者
の
負

担
が
拡
大
す
る
な

ど
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

常
陸
大
宮
市
の
数
値
的
な
影

響
額
に
つ
い
て
は
国
の
方
で
ま

と
め
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
市
は
独
自
に
試

算
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

その他の質問

堀江　鶴冶
議員

・
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

・
農
林
業
を
守
る
た
め
に

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
に
憲
法
の
精
神
を

生
か
す
市
政
を

ＴＰＰ交渉の　市への影響は
市長／農地の荒廃等懸念

市
長

保
健
福
祉
部
長

緒川地域の水田
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一 問質般

その他の質問

　
過
疎
化
に
伴
っ
て
も
そ
こ
に

住
む
人
が
最
後
の
１
人
ま
で
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。水
道
、

市
道
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
支
援
が

さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
そ
こ

に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
国
土
交
通
白
書
の
中
で
維

持
更
新
費
の
増
加
が
２
０
３
７

年
に
投
資
総
額
を
上
回
る
。
市

の
老
朽
化
率
は
、
52
・
４
％
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ど
う

考
え
る
の
か
伺
い
ま
す
。

公
共
施
設
関

係
で
も
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
け
ば
維
持
管
理
費
等

の
経
費
が
か
さ
む
こ
と
が
想
定

で
き
ま
す
。
そ
う
い
う
現
状
認

識
を
踏
ま
え
た
中
で
必
要
な
施

設
、
あ
る
い
は
廃
止
し
て
も
い

い
施
設
と
言
う
よ
う
な
取
捨
選

択
を
こ
れ
か
ら
進
め
、
可
能
な

限
り
、
そ
う
い
う
部
分
に
係
る

費
用
に
つ
い
て
は
縮
減
し
て
い

き
ま
す
。

　

過
疎
地
域
の
１
人
暮
ら
し
、

安
否
確
認
、
老
老
介
護
そ
う
い

う
状
況
の
な
か
で
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
市
民
生
活
を
支
え
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

大貫　道夫
議員

集
落
が
成
り

立
た
な
い
よ

う
な
と
こ
ろ
も
出
て
い
ま
す
。

最
後
ま
で
市
の
行
政
と
し
て
の

や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
口
問
題
研
究
所
の
、
２
０

４
０
年
に
３
万
人
を
切
る
と
い

う
の
は
、
確
か
な
数
字
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
中
位
推
計

な
の
で
更
に
下
回
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
市
は
、
人
口
増

を
考
え
る
と
の
答
弁
で
す
が
、

少
子
化
の
原
因
を
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。少
子
化
は
、

晩
婚
化
、
未
婚
率
の
高
ま
り
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
労
働

者
の
35
・
２
％
が
非
正
規
雇
用

で
な
か
な
か
安
定
し
な
い
部
分

が
あ
り
、
結
婚
で
き
な
い
と
言

う
統
計
資
料
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
年
収
と
未
婚
率
と
い
う
総
務

省
の
資
料
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
雇
用

の
場
、
正
規
職
員
化
は
市
と
し

て
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
先
の
重
い
話
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
希
望

に
、
期
待
に
変
え
る
、
覚
悟
を

伺
い
ま
す
。　

常
陸
大
宮
市
に
と

っ
て
重
い
課
題
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
や
は
り
核
心
的
な
課
題

は
、
少
子
・
高
齢
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
高
齢
化
よ
り
は
、

む
し
ろ
少
子
化
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
２
０
４
０
年
の

問
題
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
山

方
・
美
和
・
緒
川
地
域
等
、
あ

る
程
度
人
口
減
は
や
む
を
得
な

い
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
、

こ
の
旧
大
宮
の
台
地
で
人
口
の

減
少
が
止
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
な
が
ら
、
２
０
４
０

年
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
思
い
で
す
。

　 ・
一
般
質
問
・
提
言
の
そ
の
後

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

0 14

15 64

65

人
口
予
測
と
過
疎
地
域
対
策
に
つ
い
て

市
長
／
２
０
４
０
年
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を

総
務
部
長

政
策
審
議
監

市
長
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一 問質般

　
直
近
、
１
年
間
の
出
動
件
数

等
の
状
況
は
。

平
成
24
年
は
１

９
０
４
件
出
動

し
、
そ
の
63
％
は

急
病
が
占
め
、
交

通
事
故
は
10
％

程
度
で
す
。
急
病

を
分
析
す
る
と
、

65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
搬
送
が

約
70
％
を
超
え

て
い
ま
す
。

　
荒
廃
し
た
農
地
を
復
旧
す
る

具
体
策
と
し
て
、
除
草
、
掘
り

起
こ
し
等
市
内
の
企
業
等
の
協

力
を
求
め
、
受
託
シ
ス
テ
ム
作

り
を
す
る
。
受
託
と
委
託
の
仲

介
、
耕
作
で
き
な
い
と
い
う
申

し
出
等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
主
管
課
に
窓
口

を
設
け
、
業
務
推
進
を
図
っ
て

は
。

農
業
振
興
は

農
林
課
、
耕

作
放
棄
地
は
農
業
委
員
会
が
所

管
し
、
受
託
・
委
託
の
仲
介
は

農
用
地
利
用
権
集
積
事
業
を
進

め
な
が
ら
、
農
業
公
社
等
と
連

携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
窓
口

は
農
林
課
、
農
業
委
員
会
ど
ち

ら
で
も
ス
ム
ー
ズ
な
案
内
が
で

き
る
体
制
を
と
り
、
農
地
の
復

旧
・
再
生
に
つ
い
て
業
務
推
進

に
努
め
ま
す
。

髙村　和郎
議員

　
家
主
が
管
理
責
任
を
負
う
立

場
か
ら
の
対
応
に
目
を
向
け
た

施
策
は
。

民
間
活
力
の

有
効
利
用
、

公
益
社
団
法
人
茨
城
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
と
協
定
を
結
ぶ

な
ど
、
当
市
に
合
っ
た
方
策
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
考
え

を
。

様
々
な
要
因

で
空
き
家
が

増
加
し
て
い
る
事
実
と
課
題
に

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
状

況
を
踏
ま
え
、
当
市
に
既
存
の

条
例
、
先
進
自
治
体
の
運
用
等

を
注
視
し
、
実
効
性
の
あ
る
施

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
条
例
制
定
を
今
後
、
検
討
す

べ
き
で
は
。

今
後
、
空
き

家
が
多
く
な

る
こ
と
は
必
至
で
、
ど
う
し
て

も
管
理
で
き
な
い
と
い
う
状
況

が
発
生
す
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
を
含
め
、
関
係
各

課
と
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
民
部
長

市
民
部
長

消
防
長

救
急
車
出
動
の

現
状
は

消
防
長
／
東
・
西
消
防
署

　
　
　
　
の
３
台
で
対
応

空き家対策の施策と
条例制定は

市民部長／関係各課と調整

経
済
建
設
部
長

市
民
部
長

荒廃農地の復旧対策は
経済建設部長／関係機関と連携
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一 問質般

萩野谷　勉
議員

　
辞
令
を
受
け
数
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
が
、
所
管
の
抱
え
る
問

題
点
、
ま
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
総
合
計
画

の
本
年
度
目

標
に
向
け
、
事
業
執
行
の
進
行

管
理
に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

窓
口
は
市
役

所
の
顔
で
も

あ
り
ま
す
。
お
客
様
か
ら
の
申

請
等
に
対
し
て
、
法
令
順
守
は

当
然
と
し
て
、
爽
や
か
な
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
で
、
更
に

信
頼
さ
れ
る
窓
口
に
な
れ
る
よ

う
つ
と
め
ま
す
。

健
康
常
陸
大

宮
21
計
画
に

基
づ
き
市
民
の
健
康
を
増
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

ま
で
の
上
水

道
と
簡
易
水
道
の
料
金
統
一
に

向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
の
耐

震
化
と
適
正

配
置
を
連
動
さ
せ
生
徒
の
安
心
・

安
全
な
学
校
生
活
の
た
め
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
過
去
の
私
の
一
般
質
問
に
対

し
て
、
肯
定
的
な
答
弁
を
頂
い

た
も
の
を
ど
こ
ま
で
も
追
求
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
特
産
品
を
い
か

に
普
及
さ
せ
、
こ
の
大
宮
に
人

を
呼
び
地
元
の
経
済
効
果
を
上

げ
て
い
く
為
の
手
段
は
。

本
年
度
は
、

市
内
の
飲
食

店
や
販
売
店
な
ど
に
協
力
を
呼

び
か
け
、
特
産
品
づ
く
り
の
レ

シ
ピ
の
配
布
、
料
理
講
習
会
の

開
催
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
二
つ
目
は
常
陸
大
宮
駅
前
再

開
発
に
つ
い
て
で
す
。
観
光
案

内
所
を
設
置
す
る
と
か
、
地
図

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
駅
に
置
き
、

す
ぐ
に
手
に
取
れ
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

本
年
度
は
、

諸
課
題
を
十

分
に
踏
ま
え
検
討
を
進
め
、
現

時
点
で
想
定
で
き
る
構
想
図
の

制
作
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
こ

と
は
、
本
市
の
情
報
発
信
と
し

て
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
、
公

共
施
設
等
に
つ
い
て
も
再
度
確

認
し
配
置
す
る
計
画
で
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
導
入
に
つ
い
て
。

庁
内
で
組
織

し
て
い
る
委

員
会
の
中
で
意
見
を
集
約
し
な

が
ら
、
早
い
時
期
の
導
入
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

・ＳＮＳ … S
ソ ー シ ャ ル
ocial N

ネ ッ ト ワ ー キ ン グ
etworking S

サ ー ビ ス
erviceの略。人と人とのつながりを促進・サポートするコミュニティ型のWebサイト。

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

市
民
部
長

一
般
質
問
の
そ
の
後

政
策
審
議
監
／
Ｓ

※

Ｎ
Ｓ
の
早
期
導
入

新
任
部
長
の
決
意
は
い
か
に

教
育
部
長
／
耐
震
化
と
適
正
配
置
を
連
動

政
策
審
議
監

政
策
審
議
監

保
健
福
祉
部
長

上
下
水
道
部
長

教
育
部
長
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その他の質問

柏　　宏明
議員 　

一
般
質
問
で
市
営
墓
地
を
取

り
上
げ
る
こ
と
は
今
回
で
３
回

目
で
す
。
市
と
し
て
も
市
営
墓

地
を
つ
く
ろ
う
と
用
地
買
収
ま

で
進
み
ま
し
た
。
市
と
し
て
も

基
本
構
想
は
す
で
に
出
来
上

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
何
点
か
市
営
墓
地
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
一
つ
の
墓
の
大
き
さ
は
ど
の

く
ら
い
か
。
墓
地
全
体
で
何
箇

所
く
ら
い
の
区
割
り
に
す
る
の

か
。
駐
車
場
に
車
は
何
台
止
め

ら
れ
る
の
か
。
自
分
の
墓
地
の

あ
る
場
所
が
わ
か
る
よ
う
な
区

割
り
の
表
示
は
。
墓
地
の
管
理

方
法
は
。
一
区
画
の
墓
地
の
値

段
は
。
墓
地
に
対
す
る
い
た
ず

ら
等
へ
の
安
全
対
策
は
。
墓
地

建
設
の
発
注
時
期
は
。
発
売
時

期
は
。

整
備
予
定
の

上
村
田
地
内

の
公
営
墓
地
に
つ
い
て
は
、
今

年
２
月
15
日
に
測
量
設
計
業
務

委
託
契
約
を
行
い
ま
し
た
。
繰

越
承
認
を
得
ま
し
て
、
７
月
25

日
ま
で
の
工
期
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
区
画
の
面
積
で
す
が
、
近

隣
市
町
村
の
公
営
墓
地
を
見
て

み
ま
す
と
、
４
～
５
平
方
メ
ー

ト
ル
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ

ら
を
参
考
に
し
、
常
陸
大
宮
市

墓
地
等
対
策
検
討
委
員
会
の
意

見
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
数
種

類
の
面
積
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

駐
車
場
は
、
墓
参
さ
れ
る
方

を
最
優
先
に
考
え
、
幼
児
や
高

齢
者
の
方
に
も
配
慮
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

か
ら
墓
地
ま
で
の
道
の
り
を
出

来
る
だ
け
短
く
す
る
こ
と
や
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
点
在
さ
せ
、
利

用
者
の
利
便
性
に
配
慮
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
墓
地
内
で
車

に
よ
る
事
故
等
が
生
じ
な
い
よ

う
な
設
計
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
営
墓
地
内
で
の
表
示
に
つ

い
て
は
、
わ
か
り
や
す
く
、
安

全
な
通
行
が
出
来
る
よ
う
な
案

内
板
を
考
え
、
各
区
域
の
表
示

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

管
理
方
法
は
、

夜
間
は
無
人
に
な

る
こ
と
か
ら
、
照

明
や
街
路
灯
、
ゴ

ミ
集
積
所
の
設
置

等
を
実
施
設
計
の

中
で
組
み
入
れ

て
、
清
潔
な
公
営

墓
地
と
し
て
管
理

を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
事
故
が

生
じ
な
い
よ
う
な

設
計
と
、
周
辺
が

山
林
や
公
園
な
の

で
、
防
犯
対
策
に
も
十
分
配
慮

し
た
設
計
を
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
販
売
開
始
は
平
成
26
年
度

内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
工
事
の
入
札
方
法
に
つ
い
て

・
私
道
に
つ
い
て

・
山
林
に
つ
い
て

・
建
設
業
界
の
要
望
に
つ
い
て

・
市
の
人
口
増
に
つ
い
て

市
民
部
長

市営墓地建設予定地（上村田地内）

市営墓地について
市民部長／平成26年度内に販売開始
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一 問質般

　
国
民
の
３
大
義
務
の
１
つ
に

「
納
税
の
義
務
」
が
あ
り
ま
す
。

納
税
の
義
務
を
怠
る
と
い
う
事

は
、
税
負
担
の
公
平
性
を
欠
き

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

安
定
的
な
財
政
運
営
を
図

り
、
健
全
な
市
政
運
営
を
推
進

す
る
為
、
市
税
等
の
財
源
の
確

保
は
重
要
な
課
題
。
状
況
は
。

平
成
24
年
度

の
滞
納
額
は

市
税
７
億
１
１
１
万
円
、
国
民

健
康
保
険
税
は
４
億
２
０
７
６

万
円
で
す
。

　
納
税
す
る
こ
と
が
出
来
る
経

済
状
況
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
納
税
を
し
な
い
方
へ
の
対

策
は
。

催
告
を
し
て

も
納
税
相
談

に
応
じ
て
く
れ
な
い
方
に
つ
い

て
は
差
し
押
さ
え
処
分
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
徴
収
推
進
室
の
推
進
策
は
。

口
座
振
替
の

推
進
、
コ
ン

ビ
ニ
納
付
、
休
日
相
談
窓
口
の

拡
大
等
の
実
施
、
ま
た
新
規
滞

納
額
の
圧
縮
の
為
に
督
促
状
の

発
送
と
電
話
催
告
を
し
ま
す
。

野上　台一
議員

　
市
営
住
宅
の
滞
納
状
況
と
対

策
は
。

平
成
24
年
度

は
約
２
５
８

４
万
円
の
見
込
み
で
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
督
促
状
、

催
促
書
の
送
付
と
と
も
に
電
話

に
よ
る
催
促
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
６
月
か
ら
来
年
３
月

ま
で
、
滞
納
整
理
を
茨
城
県
住

宅
管
理
セ
ン
タ
ー
に
２
６
２
万

円
で
委
託
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
は
担
当
課
が
徴
収
し

て
い
た
の
に
、
委
託
を
す
れ
ば

担
当
課
が
楽
に
な
る
だ
け
で
は

な
い
か
。

職
員
は
引
き

続
き
滞
納
整

理
を
実
施
し
、
収
納
率
の
ア
ッ

プ
に
努
め
ま
す
。

　
本
人
が
滞
納
す
れ
ば
連
帯
保

証
人
２
人
へ
請
求
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
こ
れ
を
実
行
し
て
い

な
い
の
は
担
当
課
の
問
題
で
は

な
い
か
。

連
帯
保
証
人

に
も
責
任
が

あ
る
の
で
今
後
は
連
帯
保
証
人

へ
連
絡
し
て
徴
収
を
は
か
り
ま

す
。

　
水
道
料
金
の
滞
納
状
況
は
。

平
成
24
年
度

は
、
上
水
道

９
１
３
万
円
、
簡
易
水
道
は
６

３
２
万
円
の
見
込
み
で
す
。

　
具
体
的
な
対
策
は
。

料
金
滞
納
整

理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
り
、
催
告
書
の
発
送
、

給
水
停
止
予
告
の
通
知
、
納
付

相
談
、
電
話
相
談
、
戸
別
訪
問

を
行
い
、
や
む
を
得
な
い
時

は
、
給
水
停
止
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

経
済
建
設
部
長

滞
納
対
策
を
早
急
に

総
務
部
長
／
収
納
の
強
化
を
図
る

総
務
部
長

総
務
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

上
下
水
道
部
長

上
下
水
道
部
長

滞納処分として差押えに使用するタイヤロック

総
務
部
長
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☆ これまで議員が取りあげた質問等がどうなったか追跡しました ☆

追跡レポ
ート

あの質問

平
成
25
年
度
、
小
学
生
ヘ
ル
メ
ッ

ト
配
布
事
業
と
し
て
予
算
化
さ
れ
、

７
月
上
旬
に
は
、
小
学
１
～
３
年

生
に
交
通
安

全
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

「防災講演会」で、災害の規模
の巨大化を想定し、特に子ども
のヘルメット着用の必要性を訴
える講師。

（平成23年7月26日議員研修会）

保
護
者
の
間
に
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
会
議
の
中
で

登
下
校
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
つ
い

て
、
大
い
に
議
論
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

（
Ｈ
23
年
９
月
定
例
会
）

教育長答弁

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
児
童
の

通
学
時
の
安
全
確
保
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

（
Ｈ
23
年
９
月
定
例
会
）

近
隣
で
、下
校
時
に
交
通
事
故
が
発
生
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
お
か
げ
で
一
命
を
と
り

と
め
た
例
が
あ
る
が
。 （
Ｈ
24
年
12
月
議
会
）

質　問

児
童
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
大
変
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
学
校
と
も
連
絡
し
て

前
向
き
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

（
Ｈ
24
年
12
月
定
例
会
）

教育長答弁

どうなったの…？

児童の通学時の安全確保にヘルメットを

結 果結 果
きっかけは
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調査しました!!

文教福祉 5月15日

少子化における本市の幼児保育・教育
の現状及びそれら施設の適正な配置等
を調査。

（現地調査：大宮幼稚園、おがわ幼稚園、
御前山幼稚園）

経済建設 5月16日

山方地域第１統合簡易水道事業に伴い
新設となる根古屋増圧場を現地調査。



貴重なご意見をありがとうございました
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・
議
員
の
活
動
が
市
民
に
は
見

え
な
い
。

・
各
議
員
が
発
行
し
て
い
る
広

報
紙
の
内
容
は
一
方
的
な
の

で
、
市
民
の
活
動
に
入
っ
て

意
見
を
拾
っ
て
ほ
し
い
。

・
議
会
報
告
会
は
で
き
る
だ
け

細
か
く
開
催
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
、
第
３
章　
市
民
と
議
会

と
の
関
係
（
市
民
参
加
及
び
市

民
と
の
連
携
）
に
つ
い
て
多
く

の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

No 基本条例（素案）に対する意見の内容 意見に対する議会の考え方

1
陳情や請願等を市民が出し、委員会で審議する時に、
提出者の意見を発言できる様にしてほしい。
・今は文書提出のみで、陳情や請願の意味が議員に正

確に伝わっていないから。

請願・陳情については、本条例（素案）第5条第4項に
「請願及び陳情の審議においては、提案者の意見聴取を
行う機会を設けること」を定めており、委員会におい
て請願・陳情の趣旨を的確に把握することに努めてま
いります。

2 （議員の活動原則）第4条第3項中の「一部の団体及び
地域の代表にとどまらず」の項目を削除する。

議員は、市民全体の福祉の向上を目指す活動を行う事
が前提でありますので、あえて、一部の団体及び地域
の代表にどどまらないことを明記し活動の原則といた
します。

3 （議会報告会）第6条は努力規定とする。
議会報告会は、市民への議会活動の報告と意見交換を
行うことで、市民の意見、要望を直接聞ける貴重な機
会であるため、努力義務ではなく「開催する」として、
議会の決意を表しています。

4
（議会事務局の体制整備）第14条第2項中の「必要な予
算の確保」を削除する。
・円滑な議会運営のために、予算の確保と銘うつと誤

解を生じかねない。

貴重なご意見として参考にさせていただき、議会活性
化特別委員会の中で協議してまいります。

5

（議員定数及び議員報酬）第17条第2項　は削除する。
・議員の定数は議会定数検討委員会が実情を考えて決

定するし、議員報酬は報酬審議会が適切に判断する
もので議員自らがいろいろと参酌することは適切で
はない。

貴重なご意見として参考にさせていただき、議会活性
化特別委員会の中で協議してまいります。

6

（最高規範性）第18条の全文削除また、前文の後段　
ここに議会の最高規範である　も削除する。
・この条例（素案）は議会の基本条例であって、議会

および議員が守るべき基準であって最低であるべき
ものである。したがって最高の規範と銘うつ必要性
はないものである。

貴重なご意見として参考にさせていただき、議会活性
化特別委員会の中で協議してまいります。

議会基本条例 … 地方議会の運営をどのように行うか定めた条例

意見募集期間：平成25年４月25日から平成25年５月20日
案の公表方法：市役所議会事務局及び市ホームページにて公表

意見の提出方法：直接持参、郵送、FAX、電子メール
意見の提出状況：提出件数２件（直接持参１件、FAX１件）

「常陸大宮市議会基本条例（素案）」のパブリックコメント実施結果

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

※

議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
て

　
常
陸
大
宮
市
議
会
基
本
条
例（
素
案
）に
つ
い
て
、５
月
８
日
、区
長
会・

市
女
性
団
体
連
絡
会
の
代
表
の
方
々
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
て
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意見交換会を終えて
　議会活性化の観点から、昨年に続き茨城県議会議員との意見交換会を開催しました。
　また、県の担当者から、常陸大宮市関連の平成25年度国・県道工事、農業農林整備事業等について
詳細な説明を受けた後、国・県事業について質疑するなど、充実した交換会となりました。
　今後も継続的に開催していきたいと考えています。

議長　　岡﨑　榮一

円滑な事業の推進を!!
第２回 県議会議員との意見交換会　5月30日
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●
全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
、

永
年
に
わ
た
り
市
政
の
振
興
に

努
め
ら
れ
た
功
績
に
対
し
て
、

４
名
の
議
員
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
名
の

議
員
に
は
、
全
国
市
議
会
議
長

会
地
方
行
政
委
員
会
委
員
と
し

て
会
務
運
営
へ
の
協
力
に
対
し

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状
［
十
年
以
上
］

　
　
秋
山　
信
夫

　
　
木
村　
久
美
子

　
　
内
田　
勝
廣

　
　
武
石　
寿
長

　
感
謝
状

　
　
仲
田　
好
一

　
　
岡
﨑　
榮
一

●
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
か

ら
、
地
方
自
治
の
伸
張
発
展
及

び
市
政
貢
献
の
功
績
に
対
し
て

２
名
の
議
員
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状
［
八
年
以
上
］

　
　
川
上　
　
博　

　
　
田
沢　
祐
男

議
員
表
彰

※合併前（町村議会議員）の勤続年数は２分の１として通算されます。

●６月27日（金）広報第35号の発行について
●７月３日（水）広報第35号の発行について
●７月11日（木）広報第35号の発行について

議会　  報常任委員会広

●６月27日（木）議会基本条例について
議会　  性化特別委員会活

●７月16日（火）議会議員の定数について
●８月８日（木）議会議員の定数について

議会議員　  数検討特別委員会定

●６月20日（木）第３回定例会について
●７月23日（火）議長の諮問の件について ほか

　  会運営委員会議

●７月22日（月）基幹系システムについて
　　　　　　　 公共交通システムについて
　　　　　　　 閉会中の継続審査について

　  務常任委員会総

●７月26日（金）教育行政、福祉行政について
　　　　　　　各種計画及び事務事業の進捗
　　　　　　　状況について

　  教福祉常任委員会文

●８月８日（木）各種計画及び事務事業の進捗状況について
　  済建設常任委員会経

番号 件　　　　名 提　出　者 紹介議員 結果
平成25年

第5号 泉地内市道2-23号線拡幅改良に関する請願 上村田区長　阿久津　勝之
ほか26人

小橋　輝夫
秋山　信夫 採択

番号 件　　　　名 提　出　者 結果
平成24年

第4号
「東海第２原発の再稼働を認めない意見書」提出を
求める陳情書

切石　トシコ
ほか1,065人 継続

平成24年
第6号

安全・安心社会を実現するため公務・公共サービス
の体制・機能の充実を求める陳情書

全労働省労働組合茨城支部
常陸大宮職安分会　分会長　小室　匠 不採択

議会運営委員会・各常任委員会・特別委員会は、議会の閉会中も次のような調査や審査を行っています。

あなたが出された 請願・陳情は！
請願

陳情

閉会中の委員会活動
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第３回定例会会期日程（予定）
月日 曜 会議 事　　項
9月2日 月 本会議 開会、議案説明

3日 火 休会 議案調査
4日 水 休会 議案調査
5日 木 本会議 議案質疑
6日 金 常任委員会
9日 月 常任委員会

10日 火 常任委員会
11日 水 決算特別委員会
12日 木 決算特別委員会
13日 金 決算特別委員会
17日 火 決算特別委員会
18日 水 休会 議案調査
19日 木 本会議 一般質問　
20日 金 本会議 一般質問
24日 火 本会議 一般質問
25日 水 休会 議案調査

26日 木 本会議 委員長報告、質疑、
討論、採決、閉会

※都合により日程を変更する場合があります。

　本会議の一般質問の模様については、本会議終了後、おおむね１週間でインターネットから視聴が
可能です。
　録画配信の開始日から１年間、24時間いつでもインターネット上で録画映像をご覧いただけます。

インターネットで議会映像（録画）をご覧いただけるようになりました。

★常陸大宮市議会のホームページから以下の手順でご覧いただくことができます。
　ホームページアドレス　http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/gikai/index.html

１ ２ ３

４

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　議会広報常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）  内線413
　　　 0295－53－0393（直）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
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議会を傍聴してみませんか？

　傍聴券は、会議の当日に傍聴
受付（４階議会事務局）におい
て、先着順により交付します。
　傍聴人の定員は30人です。定
員を超えた場合は、４階傍聴ロ
ビーのモニターでご覧いただけ
ます。

（第2回定例会の傍聴者は延べ52
人でした。）
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『議会中継』をクリック

『録画配信を見る』をクリック

②『一般質問』の開催日を選択し、クリック

①『開催年』及び『定例会』を
　選択し、クリック

観たい内容の
再生ボタンをクリック


